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老Å期の名糖生娘について

　　　　　　　O誉知t^il尺　岡野雅子
　　　　　　　　a 吐痛陳　>5f､聖I

[ 目的］戎が目が他の舗外囮(こ瀬を見ない息まな勢いで■餅t、ダ新化牡必tふぇることは、

比年、各方面から傾痛々れている。広義の発崖･心ヽ理考め観I,に立つ時、加齢刎¥う人開の

だまざま'^(f変化について明らカリこf 2 ことa , こク･よう'*■･状兄にJiいてﾈ士妾から平請され

た今日的課題の一つでヽ･あI と匙われる。本報^では、釆人期の加齢に俤う膏神機能の変化

の様相と、言語漕動の奎化の様祁め間直について検｀討レjEしい認奮（こ薯ブいrc鮪応ヽ々処

遇､のあり方色探るための一助としたい。

　け法）対t:

名C りり:冷ｸけ、男/<>^ , そむぷﾉ。子フフ" ? ；疹蕭とのあいざつ、表和ヽは光ん用簡

易知吟楕岬機能評価zづ･－､レ曳施の際の状況、自由奏恬、'■t ^･の表武官禄をりヽ｀かつとず

る、7 -プ1レコ-ダーf≪.用。

　啼1!］長和･/貳｀%ケール・に拠’ト知幻樽能を正常. 嶮f, 準痴呆、痴呆の^群1こ冷ヽける

と、①対ん灯応：和りつ、ｲええへの-fc尊, コミa -ゲージa ン･･fe-7I-の遡戎などは噂弗

呆攻熊､乙ヽもな･､・い啼持されり。②発銘音声：t 糖洽勧め'･tヽ･ま知的権能の鮮間島が比

敢的ゆるやヵヽ回･Ic-?.-ある。③発話内碁･ t味:iE淳群と遣寮群に･I {I tんど差が認めh

れない軋痴呆群は質延応箸のよあ冷ヽ忖の不良、を詰奮と情報量のバランスの不良が£¥れ

I hりヽ痴呆群でヽ戚B発発詰が極めて'>'*･9) i4冷ヽが･影ヽ片面t･、£厦の多苧のik令も認り

りRり

ましてい? が.痴呆r｀まりに傭略化u, あ呆If ･1単捧レベ･レ以T がifi.ﾁlit を占めてい^．

E 36 私陳市･おけJb 高齢^ 凍溶失祢および凍希希jl（弟タ報）
釘

　　　　彩;脈々弧大　° 上島雅子　川本米子　疼辺jfca‘

　目的　私阪市r^ おり‘6商蛉孝叫^堆失疼およix章戦ti と）ふj ≪i v･rあク．　それり!

猿或j あ舞寿詞バどr> よ卜な構走£しし> 6 Wり,き明りいず心こときβ的とす* ･ す『

n日弗生恥象族関蔀．降巻生弟，生活素･俄r. つ,ヽt(≪. 各ヽ謹域ごとにxHB間<^関^*り

蚕討と加え報%しh‥恥弧，'i<i．高齢潅禰人のま活秀緻墳Sへのメ･i もと･-.　これj)(≪
共まり禰側索,!とらえ，赤峨丿構戒り,泰因としり婦^しt<.，

　方広詞食墳β，最良･匍査方広,^ つ･ヽいw哨執と同林ゼ．対暴^ ・痴極μi･び7 ^冷

凍機(日弗永盾･障冷まか象族紹荏．迦砺社奉左永･痔^^

I' 7 ･回斧蹟回£最足し尽，-I の中おう今【刃|4.･生節賃餓廠滅の鳶& と弗・義戦^ヽb も粁

･>1^ヽ謝'I'順り･漬βi 加え・計μ攻β/･・カテ:>'<)ーへの刄χヽi数量比庫俸^ 嶽り

初≪f軸i新ねしre. さら･V.そ'T･砧果i 高齢者のデ毛ダクフr/ク専m と戸開iLおう分新し

μ･
　紳象　廬渚参戦,'おけb秤蓼可鳶*-±皐軸･4.O攻永知りし降煮満ﾒりし農事ﾒ,更鳶

職t満足束，各満足鳶,り

ｂヽi>お．i j r れヽヵり加り軸，Q)^ 乙中瓦的夢りi 方お，杜/Jヽともii,i;以力太方r

(I)* *＼£分り'i･恥t･あ* .　これうめJ|6心

喬i り椚速ぶ7 いt 力累しμ．


